
資料－６ 
第４回平取ダム地域 
文化保全対策検討会 
平成 19 年 7 月 22 日 

精神文化保全対策の検討（案） 

～ 第３回検討会 精神文化保全対策の考え方（基本方針）より抜粋 ～ 

 基本理念 
１． アイヌの人々の文化享有権を尊重することをふまえて、文化的伝統と慣習をもとにした

精神文化について、アイヌの人々の想いを大切にし、次世代への継承に努める。 
２． アイヌの文化・環境・社会的な背景を考慮し、アイヌの人々の参加を含め、保全対策の

プロセスを重視する。 
３． 儀礼行為に関し、文化的プライバシーを尊重する。 
４． アイヌ以外の人々の理解を深めることにも留意する。 

 基本方針 
１． 精神文化に係る保全対象については、総括報告書による 
２． 保全対象について、文化的価値等の考慮すべき事項を検討する。 
３． 保全対象について、ダム事業の影響を把握する。 
４． ダム事業の影響と文化的価値等をふまえ、保全対策を総合的に検討する。 
５． 有形・無形にかかわらず、多様な保全対策の手法を考える。 

 保全対策検討の手法 
１． 総括報告書をもとに、精神文化に係る保全対象を抽出し、類型化する。 
２． 保全対象について、客観的価値（希少性、行きやすさ、現在の利用等）や主観的価値（思

い入れ、活用意向等）等の考慮すべき事項について個別に検討を行う。 
３． 流域図に精神文化に係る対象地を図示し、影響区分を整理する。 

① 直接的にも間接的にも大きく変化のない対象地 
② 水没や地形変化など損失が予想される対象地 

４． 上記２．３．をふまえ、それぞれの保全対象について保全対策の総合的な検討を行う。 
５． 多様な保全対策の中から、具体的な方策について絞り込みを行う。 
（例）現状での保全、記録による保全、場所性を重視した保全、代替による保全 等 

＜保全対策検討の流れ＞ 
 
 
 

保全対象の類型化 ①地形（山・崖・川）②生物（動物・植物）③伝説・儀礼 

① 直接的にも間接的にも大きく変化のない対象地 
② 水没や地形変化など損失が予想される対象地 

ダムによる影響の整理 

考慮すべき事項の検討 客観的事項（希少性、行きやすさ、現在の利用 等） 

主観的事項（思い入れ・活用意向 等） 

保全対象の総合的検討 

保全対策案の検討 
代替による保全 等

（例）現状での保全、記録による保全、場所性を重視した保全、

保全対象の特徴をもとに整理する 
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＜精神文化保全対象に関する保全対策検討作業の流れ＞ 
 
 平成 17 年度総括報告書から保全対象の抽出（平取町域） 

保全対象の類型化：①地形（山・崖・川）②伝説・儀礼③生物（動物・植物） 

客観的事項及び主観的事項から見た保全対象の確認、傾向の把握 

ダム建設による影響について保全対象毎の予測と整理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダム整備による水没区域
地形変化など影響のある区域 ダム整備により直接影響のない区域

沙流川流域のアイヌ精神文化の場

・一部冠水
・一部変化
・周辺環境の変化

・水没による損失
・工事等による損失

・現状で変化なし

※現状での保存

※敬意を込めて祈りなどの儀式
必要なプロセスを経て方策へ

※移動、代替空間
による保存

※記録による保存

・祈りの対象を移動、代替と
して創造することは難しい

・祈る場の移動、先祖を偲ぶ
場などの方角へ向ける場の設
定など検討

“場”
が意味
を持つ

水没や工事による影響 

精神文化の場における事業影響
と対応策の考え方

 

 
 

○地形的条件、ダム供用後水位変化の条件 
○ダム本体工事、付替え道路等関連工事、管理用スペースの諸条件 
○精神文化の場所が持つ意味、先祖に対する想いと担い手 

調査を経た記録の保存とデータの整理 ＝ 記録による保全 

内容により調査データを活用 ＝ 人々が先祖を思う記憶（心）による保全 

失われる替わりの場と役割を創出 ＝ 祈りの行為と場による保全 
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平取町域における精神文化保全対象に関する位置図 

 

凡例 
● 対象箇所 

３
１



区分 分類 保全対象 詳細な場所 利用内容

1 地形 山 荷負本村のチノミシﾘ
額平川と宿主別川の合流点付近の少し上流
「詳細～総括報告書Ｐ216　ウ）」

長知内の男性の祖父はこの山に向かってカムイノミ（神
への祈り）をしていました。この男性によると荷負本村
の人たちは山に来てカムイノミするのはみたことがない
そうです。

○

地形 山 チノミシﾘ
額平川と宿主別川の合流点付近
「詳細～総括報告書Ｐ216　イ）」

荷負本村に住む男性の家系や、荷負本村の人達のチノミ
シﾘ（我ら祭る所）

地形
崖・
山

クエラン姫神（ﾊﾟｾｵﾝｶﾐ）

エチネンケ峰は宿主別川河口の崖ではないかと考
えられるが、場所の特定はできていない
「詳細～総括報告書Ｐ204」
上部が欠けている様子の山「Ｈ18調査班調査」

ｴﾁﾅﾝｹ峰にいるﾎﾟﾛｼﾘの２神のうちの１人

地形
崖・
山

荷負の男性のパセオンカミ

エチネンケ峰は宿主別川河口の崖ではないかと考
えられるが、場所の特定はできていない
「詳細～総括報告書Ｐ216　エ）」
上部が欠けている様子の山「Ｈ18調査班調査」

カムイノミ（神への祈り）をしていた

地形 崖 チノミシﾘ
宿主別と額平川の合流点のやや下流の崖
「詳細～総括報告書Ｐ215　ｱ）」

荷負のシケﾚペコタンの地域の方が一番大事にしている神
への祈りの場

地形
崖・
山

崖の神様（ﾊﾟｾｵﾝｶﾐ）
額平・宿主別川合流よりやや下流の崖・山
「詳細～総括報告書Ｐ203」

「スクシュペツプトゥ　イタカナッカ　クッランケマッ
カムイカッケマッ」（宿主別の、新冠川との出会い、と
いってもそこである崖の神様）
女神が降りる（ある家系）

地形 山 チノミシﾘ
宿主別で荷負本村で馬の番兵をしていた人が、馬
の番兵小屋から西に向かって見える山（貫気別山
の手前の山）「詳細～総括報告書Ｐ217　カ）」

カムイノミ（神への祈り）をしていた

伝説・儀
礼

儀礼 チノミシﾘにカムイノミしていた場所

宿主別で荷負本村で馬の番兵をしていた人が、馬
の番兵小屋から西に向かって見える山（貫気別山
の手前の山）に向かってカムイノミをしていた場
所「詳細～総括報告書Ｐ217　カ）」道路を挟み
向かい側でもカムイノミをしていた可能性がある

カムイノミ（神への祈り）をしていた ○

伝説・儀
礼

儀礼
チャﾗパ（ﾁｬﾙﾊﾟ・ﾁｬﾙﾊﾞ）が行われた場所
（先祖を偲ぶ場）

荷負や平取ダム水没予定地内宿主別橋付近で行わ
れていた。例1：宿主別の橋の袂、道路から右側
からﾁｬﾗﾊﾟが行われていた場所「詳細～総括報告
書Ｐ223　イ）」

チャﾗパ（神の国へ供物などを送るためにちらす）

5 地形 岩 ピラホラｸ

宿主別橋より上流の川向の少し崩れた山のような
岩（※その後の調査により、場所が異なることが
判明）
「詳細～Ｐ207エ）・Ｐ217オ）・Ｐ230」

荷負本村に住む女性の祖父が、漁獲をする時にｸﾄゥ（魚
を捕る梁）に魚がたくさんはいるようにノミ（祈る）し
ていた。

―

6 地形 崖山
コタンエプンキナ（村を守る祈り）
「カムイノミをした場所」

貫気別から芽生に行く方の川向の崖山「詳細～総
括報告書Ｐ226　ｷ)」

ｺﾀﾝｴﾌﾟﾝｷﾈ（村を守る祈り）をしていた所へ行って年１～
２回ｶﾑｲﾉﾐをしていた ×

7 地形 崖 オチルシ（祈りの対象）
額平川川口から少し上流の左岸の崖
「詳細～総括報告書　Ｐ218　ア）」

あらゆるカムイ（神）が降りてくるところなので、あま
りにも良すぎてかえって悪い場所として捉えられてい
る。

×

8 地形 崖 チノミシﾘ（ﾊﾟﾝｹｾﾁﾄｶﾝﾋﾟﾗ）
セタナイ川の上流にある崖。陸地測量部29年の地
形図にはﾊﾟﾝｹｾﾁﾄｶﾝﾋﾟﾗと記されている「詳細～総
括報告書Ｐ218　ウ）」

貫気別の人達（ｾﾀﾅｲ地区の人達）がｶﾑｲﾉﾐするﾁﾉﾐｼﾘ ×

9 地形 崖 エサンピラ（祈りの対象）
貫気別川川口付近の岩が突き出たようになってい
る崖
「詳細～総括報告書Ｐ218　イ）」

エサンピラには貫気別コタンの人達のイナウチバ（祭
場）があった ×

10 地形 山
チャシコッ（カムイノミ）

陸地測量部明治29年の地形図にはﾁｬｼｺｯと記さ
れ、現在はﾆｵｲﾁｬｼｺｯと呼ばれている「詳細～総括
報告書Ｐ225　エ）」

荷負本村の人達や貫気別の７班の人達は、荷負のチャシ
コッ（小高い山になった所）に向かってカムイノミをし
ていた

×

伝説・儀
礼

儀礼
ウンチャシ

陸地測量部明治29年の地形図にはｳﾇﾝﾁﾔﾚと記さ
れ、現在はｳﾝﾁｬｼと呼ばれている「詳細～総括報
告書Ｐ225　ウ）」

荷負本村の男性は日照りの時、荷負本村から見える山の
上で雨乞いの為に火を炊いてカムイノミしていた。荷負
本村の女性はこの山をポンピラケシと読んでいる。

地形 崖 ムイノカ（箕の形）

沙流川と額平川の合流点から少し逆のぼると左岸
（荷負対岸）にあるﾑｲ（箕）の形をした崖
「詳細～総括報告書Ｐ226　カ）・Ｐ231（ノカ・
ピラ）」

ｼｹﾚﾍﾟｺﾀﾝ・ﾎﾟﾛｻﾙｺﾀﾝ・ﾎﾟﾋﾟﾎﾟｲの人達はﾑｲ（箕）に向かっ
てﾎﾘｯﾊﾟ（踊り）をしたり、雨乞いのｶﾑｲﾉﾐ（神への祈
り）をしていた

12 地形 山 荷負富士 荷負富士「詳細～総括報告書Ｐ224　イ）」 ペナコリの人達のカムイノミの対象 ×

13 地形 川 ペテウコピ（祈りの対象）
額平川・宿主別川合流地点「詳細～総括報告書Ｐ
247　２）・Ｐ442」

川と川がぶつかる場所はお祈りをする対象だということ
があった ○

14 地形 川 チューラッペマッカムイカッケマッ 「詳細～総括報告書Ｐ245　第１項」 流れを司る神の淑女 ―

3

4

○

○

■平取町域における精神文化に関する保全対象項目一覧

№

精神文化に
関して特定
の場所に対
するダム建
設の影響が
認められる

保全対象区分

2

11 ×

1



区分 分類 保全対象 詳細な場所 利用内容

№

精神文化に
関して特定
の場所に対
するダム建
設の影響が
認められる

保全対象区分

15 地形 川 チワｼコﾛカムイ
川の波の荒い所「詳細～総括報告書Ｐ246　第2項
１）」 ―

16 地形 川 ハッタﾗコﾛカムイ
崖下の渦巻き・泡になっている所「詳細～総括報
告書Ｐ246　第2項１）」 ―

17 地形 森 イウオﾛコﾛカムイ 森林「詳細～総括報告書Ｐ210」 猟場を司る神 ×

18
伝説・儀
礼

儀礼
マタギの人たちが漁に出かける前カムイ
ノミしていた場所

額平川と宿主別川のぶつかっている二股（合流
点）の少し高い場所「Ｈ18調査班調査」

合流点の少し高い場所に三角小屋があり、マタギの人た
ちが５・６人集まって猟へ出掛けるまえにイナウチパで
カムイノミをした場所

○

19
伝説・儀
礼

水 カムイワッカ
宿主別橋の手前右側湧き水「詳細～総括報告書Ｐ
221　２）ア）」

カムイノミ・飲み水 ○

20
伝説・儀
礼

水 カムイワッカ
荷負本村のポンナイと呼ばれる湧き水「詳細～総
括報告書Ｐ221　２）イ）」

お正月の１２時を過ぎると水を汲みに行き神棚に供えて
いた ×

21
伝説・儀
礼

水 スマルイコツ
荷負の斎場に上がる途中にある湧き水「詳細～総
括報告書Ｐ246　イ）」

飲み水 ×

22
伝説・儀
礼

儀礼 イヨマンテが行われた場所
スズラン群生地付近
「詳細～総括報告書P194　４）21行目～27行」

荷負本村の男性のマタギ小屋があり、イヨマンテが行わ
れたと思われる場所。 ○

23
伝説・儀
礼

儀礼 ヌサにカムイノミしていた場所
スズラン群生地付近
「詳細～総括報告書P194　４）8行目～20行」

荷負本村の男性の番小屋やヌサがありカムイノミを行っ
ていた場所。また1937年、38年にイヨマンテ（クマ送
り）をした場所。

×

24
伝説・儀
礼

儀礼 ヌサ

荷負本村の男性はすずらん群生地に上がるカーブ
の牧草畑の左側に住んでいた家があり家の外には
ヌサがありヌサに向かってカムイノミをしていた
「詳細～総括報告書Ｐ224　ア）」

祭壇で神への祈りをする場所 ○

25
伝説・儀
礼

伝説 キタルシナイ（伝説）
山中で数日迷うと、この沢に出てくると伝えられ
ている
「詳細～総括報告書Ｐ231」

―

26
伝説・儀
礼

伝説 ポロシリ
額平川の源流であり日本百名山の１つ（幌尻岳）
「詳細～総括報告書Ｐ221　イ）・Ｐ229　ア）」

ﾎﾟﾛ･ｼﾘ（大きい・山）が語源。神様がいる山として崇拝
され、神々がおりて遊ぶ所と信じられ、ここを訪れるも
のは、再び人界に帰ることができないと伝承が残されて
いる山

×

27
伝説・儀
礼

儀礼
ﾁｬﾗﾊﾟ（ﾁｬﾙﾊﾟ・ﾁｬﾙﾊﾞ）が行われた場所
（先祖を偲ぶ場）

荷負や平取ダム水没予定地内宿主別橋付近で行わ
れていた。

チャﾗパ（神の国へ供物などを送るためにちらす） ―

28
伝説・儀
礼

儀礼 シンヌラッパ
額平川流域各地・沙流川流域で行われていた
「詳細～総括報告書Ｐ223　ア）」

先祖供養が行われた場所 ×

29
伝説・儀
礼

儀礼 チﾌﾟサンケ 「詳細～総括報告書Ｐ445　イ）」
春から秋に行われる進水式。新しく造った舟に新しい命
を与える入魂の儀式 ×

30 生物 動物
キムンカムイ（ヒグマ）
（ﾊﾟｾｵﾝｶﾐ）

総括報告書　第５章　地図５-２-１-①　聞き取
りからのキムンカムイ情報１　図５-２-１-⑤
聞き取りからキムンカムイの情報２を参照

先祖がトパットゥミ（夜盗・夜討ち）にあった時、キム
ンカムイの足跡に導かれて仇を討つことが出来たためと
される。「詳細～総括報告書Ｐ203」

×

31 生物 動物 シチカﾌﾟ（クマタカ）
平取ダム環境調査では平取ダム堤体建設予定地付
近（湛水域外）でクマタカの営巣地が確認「詳細
～総括報告書Ｐ293　ｲ)」

シケﾚペのある家系では人を襲ったくまをシチカﾌﾟ（ｸﾏﾀ
ｶ）が倒したので、以来イナウ（木で削った御幣のような
物）と神酒を捧げてノミ（祈り）するようになった。
「詳細～総括報告書Ｐ203」

×

32 生物 動物 エゾシカ（ユｸ）
平取ダム水没予定地内・周辺及び沙流川流域で確
認「詳細～Ｐ総括報告書297」

ﾕｸを獲った時には火の神様に報告をして供える程度はし
ていた ×

33 生物 動物 キタキツネ（チロンヌﾌﾟ）
平取ダム水没予定地内・周辺、桂峠、二風谷湖対
岸および二風谷ダム管理橋の下流で確認「詳細～
総括報告書Ｐ298」

アイヌの人達はﾁﾛﾝﾇﾌﾟを飼うこともあり、キツネ送りを
して神の国へかえしていた。1912（大正元）年に、ヌキ
ベツコタンでキツネ送りがあった

×

34 生物 動物 シマフクロウ（コタンコﾛカムイ
地図５-２-１-⑤　聞き取りからシマフクロウ・
ふくろうの地図

村を司る神 ×

35 生物 動物 クンネロンヌﾌﾟ（ﾊﾟｾｵﾝｶﾐ）
賀張の上流にある厚賀の山の東側に降臨したと言
われる黒いキツネの女神
「詳細～総括報告書Ｐ204」

黒キツネの神 ×
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区分 分類 保全対象 詳細な場所 利用内容

№

精神文化に
関して特定
の場所に対
するダム建
設の影響が
認められる

保全対象区分

36 生物 動物 シノタイエトコの山（ﾊﾟｾｵﾝｶﾐ）
シノタエイエトコの山に棲む黒キツネの神「詳細
～総括報告書Ｐ204」 ×

37 生物 動物 白いキツネ
アベツ沢入り口の峰に住む白いキツネ「詳細～総
括報告書Ｐ204」

神として祀られる ×

38 生物 動物
その他のカムイ（神）・カムイノミ（神
への祈り）・おまじない等）

「詳細～総括報告書Ｐ212　１２）」

ﾁﾛﾝﾇﾌﾟ(ｷﾀｷﾂﾈ)・ﾓﾕｸ(ｴｿﾞﾀﾇｷ)・ｲｾﾎﾟ(ｴｿﾞﾕｷｳｻｷﾞ)・ﾎｲﾇ(ﾃ
ﾝ)・ｷﾅｽｯｶｲﾑ(ﾍﾋﾞ)・ｶﾚｲェﾌﾟ(ﾆﾎﾝｻﾞﾘｶﾞﾆ)に対してノミ
（祈り）されていた。またｼﾍﾟ(ｼﾛｻﾞｹ)・ｽｻﾑ(ｼｼｬﾓ)漁や山
菜採り、病気の前後に、厄除け、使わなくなったものの
処分の場面で行われていた。

―

39 生物 動物 チピヤｸカムイ（しぎ神） 「詳細～総括報告書Ｐ212　サ）・Ｐ297」

＊耳を治してくださる神とされ、荷負本村の女性が語っ
たカムイユカﾗにでてくるチピヤｸはオオジシギであると
訳されている。調査室による調査では平取ダム水没予定
地内および周辺では確認されていない。

―

40 生物 動物 モクズガニ（アミタンネ） 「詳細～総括報告書Ｐ211　ク）・Ｐ245」
位の高い水の神にお願いのお祈りをする場合には、アミ
タンネ（モクズガニ）の神を仲介にして伝えていた －

41 生物 動物 ｳﾊﾟｼﾁﾛﾝﾇﾌﾟ（雪のように白いキツネ） 「詳細～総括報告書Ｐ211・Ｐ298」

滅多に目にしたり、手にすることはできないため縁起の
良いものと信じられている。関連する動物としてキタキ
ツネの他、キタイイズナ、ニホンイイズナ、エゾオコ
ジョとした内、ニホンイイズナが確認されている。

×

42 生物 植物 エンジュの木（祈りの対象）
荷負本村の神社、エンジュの木「詳細～総括報告
書Ｐ211　ｶ)」

シンヌラッパ（先祖供養） ×

43 生物 植物 スﾙクトノマッ 「詳細～総括報告書Ｐ210　オ）」
トリカブト姫（トリカブト）。トリカブトの根にある毒
を小指の先ほどの谷尻にほんの少しつけるだけでどんな
大クマも一矢で倒せたため

―

44 生物 植物 シケﾚレペニ（キハダの木） 「詳細～総括報告書Ｐ268」
神に頼み事をする時にイナウにする木で一番上にあるの
がｼｹﾚﾍﾟﾆといわれる ―

注：詳細な場所の記載について
○「総括報告書」→「アイヌ文化環境保全対策調査　総括報告書」に掲載
○№18の「Ｈ19年3月　調査班報告2007年3月」→「アイヌ文化環境保全対策事業2007 調査班報告」に掲載
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■平取ダム建設予定地における精神文化保全対象の保全対策イメージ  

例えば、この先の区域は、儀式等の時に使用す

る場として立ち入りを制限する方法もある 

「眺望・祈りの場－１」 

・№１チノミシﾘに臨む祈りの場 

・フットパス（祈りのみち）の北側の折り返し点と

しての休憩する場としての利用が考えられる 

・町有地内であり、町と協議のうえ牧野内を利用 

例えば、この先の区域は、儀式等の時に使用す

る場として立ち入りを制限する方法もある 

「眺望・祈りの場―２」 

・№２チノミシﾘに臨む祈りの場 

・フットパスを使ってチノミシﾘに近接することによ

り精神文化を肌で感じることが考えられる 

・利用の際には稀少動物との共生への配慮が望まれる

「眺望・祈りの場－３」 

・№３チノミシﾘに臨む祈りの場 

・ダム管理事務所や駐車場、トイ

レ等の管理区域に隣接し、誰も

が行きやすい場所に位置する 

・平取ダム建設予定地周辺のアイ

ヌの精神文化を広く人々に伝

える場としての役割を持たせ

ることが考えられる 

「記憶の場」 

・番兵小屋があった方向を眺望できる 

・カムイワッカの記憶の印を確認する

ことができる 

「眺望・祈りの場－４」 

・かつて番兵小屋や仮小屋での生活の中

で祈りを行っていた記憶を伝え、先祖

を偲ぶ場としての役割を持つ 

・町有牧野を抜けるフットパス（祈りの

みち）を利用して、アイヌの精神文化

に一般の人もふれることが考えられる 

・フットパスの中間地点としての休憩す

る場としての利用が考えられる 

・例えば、これまでの記憶の糸口、シン

ボルとなっていたコナラ枯木にちなん

で後世に記憶を伝えるコナラを植樹す

ることも考えられる 

・№２チノミシﾘを眺望することも可能 

＜その他＞ 

○「番兵小屋を示す記憶の印」 

・道道橋であり、北海道と協議のうえ番兵小屋があったこ

とを伝えるような橋の名前をつけることや 

・橋の欄干部分にかつて番兵小屋があった位置の目印をつ

けることなどが考えられる 
 
○「カムイワッカの記憶の印」 

・カムイワッカの場所をわかりやすく伝えるよう標示する 
 
○「記憶の印」 

・町有地内であり、町と協議のうえカムイノミをしていた

記憶を伝える場としてのあり方を検討 
 
○「記憶の印」 

・カムイノミをしていた可能性のある場としてさらに調査

し、周辺環境の変化にあわせて保全のあり方を検討 

凡  例

■貯水位 

制 限 水 位（152.5ｍ） 

常時満水位（167.4ｍ） 

サーチャージ水位（184.3ｍ）

■道 路 

現況道路 

付替道路 


